
別記様式（第14条関係） 

 

附属機関等会議録 

令和５年２月 23日  

 

会 議 の 名 称 
令和４年度  第４回島田市中小企業・小規模企業  

振興推進会議  

開 催 日 時 

                13時30分から 

   令和５年２月13日    

                15時00分まで 

開 催 場 所  島田市役所  第３委員会室  

会 議 の 議 題  

１  開会  

２  説明及び意見交換  

・販路開拓に係る補助金について  

・人材確保・育成に向けた取組の検討にあたって  

３  閉会  

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
公開  

公 開 の 場 合 の  

傍 聴 人 の 数  
３人  

出 席 者 の 氏 名 等  別添資料のとおり  

会 議 の 結 果  

 

今回会議は、前回に引き続き販路拡大及び人材確

保・人材育成について議論した。  

販路拡大の補助金については、前回会議からシフ

トした点として、海外への出展事業を対象にするこ

とした事業案を事務局から示した上で、内容を議論

した。  

人材確保については、企業が抱える課題やそれに

対する解決方法を実際にあったケースを共有し、人

材育成については、他自治体等で実施されている事

業を共有し、それらをヒントに来年度の施策検討に

繋げるための議論をした。  

 

委員から挙がった発言（意見や質問等：●）と事

務局の発言（回答等：→）は以下のとおり。  

 



【販路開拓事業費補助金について】  

●  団体の会員中に、どの程度海外との取引があるか

を見たところ５、６者は既に海外で取引をしてい

る。これから海外展開を考えている方もかなりい

るようなので、面白い補助金だと思う。  

 

●  島田市から海外に積極的に出て欲しいというメッ

セージになると思うので、海外に特化している点

や内容についても概ね良いと思う。  

 

●  市内で操業している中小企業、協同組合等の意味

合いは、納税を基準とした企業なのか、事業所、

営業所、工場が市内にあれば対象となるのか。  

→市内に主たる事務所を置く中小企業、協同組合等

を対象にしたいと考えている。  

 

●営業所だけでは対象にならないということか  

→様々なパターンがあると思うが、主たる事務所を

どのように捉えるかということになるため、過去

の事例を見ながら決めていきたい。  

 

●  予算はどれほどを考えているか  

→予算額は 200万円（ 40万円×５件）を考えている。  

 

●  上限 40万円の高い低いはわからないが、補助金制

度自体はすごく良いものだと思う。海外に出る中

では、資料にあるとおり、セミナーや個別商談会

をジェトロと連携して実施することがすごく重要

だと思う。中小企業は、海外で何ができるのか、

どの業種が対象になるかなど、わからないことば

かりだと思う。ただ、海外に出たいと思う企業は

たくさんいると思う。セミナーや商談会は海外進

出への第一歩として、くだけた形で積極的にやっ

た方がいいのかなと思う。補助金ありきというよ

り、その部分を充実させてはどうかと思う。  

 

●茶業を営む方から、ヨーロッパの方で販路を見つ

けるためのマーケティングができないかという依

頼を受けたが、実現しなかった事案があった。こ

の補助金でマーケティング費用は対象になるのか



、また、マーケティングに際してジェトロから協

力は得られるのか。  

→今想定する中では、実際に海外に進出するために

は、事業者が持つ商品をそのまま海外にもってい

けるのか、ニーズに合うのかなどの市場調査は大

事だと認識している。その中で、補助限度額（ 40

万円）でどこまでできるのかということもある。

調査業務では、いくつかの事前手続きで費用が発

生することが調べでわかっているが、補助対象と

して含めていない。というのも、ジェトロや県の

補助制度や紹介した「ものづくり・商業・サービ

ス補助金」の中で、その部分を対象にしているこ

とがあり、上手く使い分けをしていただきたい。

限られた予算であるので、示したものを対象にし

ていきたいと考えている。  

→調査業務でジェトロの支援を受けられるかについ

て、ジェトロは総合的に支援していることを聞い

ている。進出前の段階が重要なことは事務局とし

ても認識をしているため、ジェトロやシーバと連

携して総合的な支援ができればと考えている。  

 

●  ジェトロなど、他の補助制度を使った場合でも重

複して利用できるか  

→例えば、翻訳に係る部分をそれぞれの制度で補助

し合い 100％の補助ということはできないと考えて

いるが、補助対象経費が異なれば併用できるよう

な形を考えている。  

 

●  この補助金は成果を求められるのか。  

→申請時に目標を設定していただくことを考えてい

る。展示会に出てすぐに契約成立というものでは

ないと思うので、例えば、商談数や名刺の配布枚

数といった目標を設定し、事業実施後に実績とし

て報告してもらうことを考えている。  

  

【人材育成・人材確保について】  

●高校生を連れて企業の職場見学をさせてもらった

ことがあるが、企業側は例えば製品の魅力を一生

懸命に伝えてしまう。ただ、学生はその部分を求

めていなくて、興味が湧かず集中できていないよ



うな状況もありました。例えば、生徒に対してど

のような視点をもって話をするかなど、人事担当

者向けの研修を実施することも有効なのではない

かと思う。先日出席した会議で、大学教授の発言

として、学生に対して行う就職活動のアドバイス

や指導内容に関するものがあった。大学側が どの

ような指導をするのか求人側が知らない状況では

、ギャップが生まれてしまう。そういった面から

も人事担当者に対する研修については、有効だと

思う。  

 

●人材確保・育成について考えられるのは、地元の

子がいかに残ってくれるか、いかに外から移住し

てもらうかだと思う。行政でどこまでどのように

できるかはあると思う。今日の資料を見ると、良

く調べている印象を受け、感心して見ているとこ

ろ。今、同友会では、定時制の高校に出向いて仕

事・社会とはどのようなものかについてパネルデ

ィスカッションを実施する予定でいる。セミナー

や講演会などをとおして、地元で働くことや企業

の魅力を発信するなど、行政でできることを来年

度検討していってはどうなのかと思う。  

 

●各高等学校の進路指導の先生が、 現代の生徒の考

え、就職に対する思いやこんなニーズがあるとい

ったことを各企業の方々に話をする場あれば、人

材確保の観点でもひとつきっかけができるのかな

と思う。  

  

●学校現場ではキャリア教育を既に進めていて、そ

の中で探究活動というものが 10年以上前からあっ

た。例えば、地元の良いものを紹介しようという

取組で、こどもたちが地元のことを調べ、製品や

観光の魅力を紹介していたように思う。ただ、職

業について具体的に調べることは、多くなかった

と認識している。前にも申し上げたとおり、中学

２年生は、地元中小企業のご協力のもと３日 間程

の職業体験をしている。体験の前には学校で、地

元で仕事をする方から働くことの心得や魅力を話

していただいている。  



●人材確保に繋がる活動をいくつか示されたが、小

中学校で現在実施していることでなく、別の魅力

を伝えられるような事業でなければと思う。たと

え、企業ブースを集めて企業の説明をしたとして

も、既に職業体験前に学校でも話を聞いているこ

どもたちが、自ら興味を持って積極的に話を聞き

にいくかというと疑問が残る。今までやってきた

キャリア教育とは違う魅力を感じられることが必

要ではないかと思う。  

 

●生徒が発信することで、地域の事業者がコメント

をくれたりすることがある。商品開発のように、

商品化に繋がるようなものは生徒の更なる意欲に

繋がっていく。そのように新しい魅力を感じられ

る事業（発信の仕方）を実施すれば本会議で狙っ

ているところに近づいていくのかなと思う。  

 

●資料２のケース２で、未経験者でもやる気のある

人 材 を 採 用 し 、 全 体 で 育 成 す る 体 制 と し た と あ

る。最近は、リスキリングが報道で取り上げられ

て、よく聞くようになった。それについて、行政

からの支援があることも報道にあった。資格者、

経験者を募集してもなかなか集まらない状況があ

る。未経験の方でも「学び」を保証するという条

件で、例えば、研修という学びの場が知識や資格

の習得に繋がりますという面を押し出すことなど

で、就労意欲や学習意欲のある未経験の方を採用

する方向性もあると思った。  

 

●報道の中で、パートを掛け持ちしていたシングル

マザーの方が、身体的な疲労を理由に退職したも

の の 、 行 政 か ら リ ス キ リ ン グ に 対 す る 支 援 が あ

り、それをきっかけに学び直したことで、非正規

ではあるが採用されたという話があった。採用さ

れたことが、安定した収入とこどもとの時間確保

に繋がったという事例もあった。潜在的な労働力

を掘り起こすという意味ではそういった発想もあ

るのではないかと見ていて思ったところ。  

 

● 同 友 会 で も 生 徒 に 向 け て 話 を す る 機 会 が あ っ た



が、確かに反応が薄いこともあった。生徒が、単

に聞くことだけで終わってしまったのかなと感じ

た 。 こ の 先 、 市 内 の 中 高 生 が こ の ま ち に 残 り た

い、仕事をしたいと思えるように魅力ある企業を

紹介したり、生徒から企業に意見をもらって、そ

れに向かって企業が努力し取り組んでいくような

形など、コラボレーションはできないだろうか。  

 

●学生に仕事（業務）内容の魅力を感じてもらえる

とありがたいが、それだけでなく例えば、働きや

すさやステップアップできる環境など、働くこと

自体の魅力を感じられると、これまでと違った目

線で考えられると思う。中学生あたりまでは、具

体的にどの職業に就きたいかにまで至っていない

と思う。中には、親御さんの姿をみて具体的な将

来像がある子もいると思う。働くことが楽しそう

だと感じる魅力を伝えることが良いと思う。  

 

●学びの中での魅力は、学びに対してフィードバッ

クがあることだと思う。先程の商品開発の話で言

えば、商品として実際に世の中に出回るであると

か、発信した内容をほめてくれたとか、この部分

を会社で採用したいといった言葉などは、すごく

嬉しく感じるので、そのようなやりとりがあるつ

ながりがすごく良いと思う。  

 

提出された資料等 別添資料のとおり  

会議を所管する課

の名称 
産業経済部  商工課  

その他必要な事項  

 


